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１ 東通村教育施策の方針 

 

   東通村教育委員会は、美しい自然と郷土に誇りを持ち、多様性を尊重 

  し、健康で、創造性に富み、新しい時代を主体的に切り拓く人づくりを 

  目指します。 

 

   このため、 

   ・個を生かし生きる力と夢をはぐくむこ小中一貫教育※ 

   ・地域社会全体で支え合う子ども・子育て支援の充実 

   ・基本的な生活習慣や望ましい食習慣を身に付ける健康教育 

   ・学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育 

   ・次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用 

   ・活力ある心身をはぐくみ交流を深めるスポーツ 

を、家庭、こども園、学校、地域との連携を深めて推進します。 

 

 

 

 

 

 

※こども園・小学校・中学校一貫教育 
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２ 教育委員会の活動状況 
（１）会議の開催状況 

   教育委員会は、教育長他４名の教育委員により、原則毎月１回の定例委員会議を 

  開催し、教育行政に関する諸施策について審議を行っている。 

   令和３年度の付議案件の内容等については、以下のとおりである。 

 

 （定例委員会）          開催場所：東通村交流センター３階委員会室 

名称 開 催 日 案      件 

第１回 

定例会 
Ｒ３．４．１６（金） 

議案１件 ・令和３年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

報告３件 ・令和３年度教育委員会事務局及び給食センター事務分掌について 

他２件 

第２回 

定例会 
Ｒ３．５．２１（金） 

議案５件 ・東通村学校評議員の委嘱について 他４件 

報告１件 ・令和３年度第１回東通村教育委員会学校訪問について 

第３回 

定例会 
Ｒ３．６．２５（金） 

議案６件 ・東通村乳幼児教育支援事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱に 

ついて 他５件 

第４回 

定例会 
Ｒ３．７．２８（水） 報告４件 ・新型コロナウイルスワクチン接種状況について 他３件 

第５回 

定例会 
Ｒ３．８．３０（月） 報告３件 ・令和３年度東通小・中学校修学旅行について 他２件 

第６回 

定例会 
Ｒ３．９．２２（水） 

報告１件 ・令和２年度東通村教育委員会の事務点検及び評価に関する報告書に 

ついて（一次評価） 

第７回 

定例会 
Ｒ３．１０．２９（金） 

報告２件 ・令和２年度東通村教育委員会の事務点検及び評価に関する報告書に 

ついて（二次評価）他１件 

第８回 

定例会 
Ｒ３．１１．２５（木） 

議案１件 ・令和３年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

報告２件 ・令和４年度東通村教育委員会当初予算要求について 他１件 

第９回 

定例会 
Ｒ３．１２．２０（月） 報告２件 ・令和４年度東通村費負担教員採用募集状況について 他１件 

第 10回 

定例会 
Ｒ４．１．２１（金） 議案３件 ・東通村学校給食費免除に関する要綱の制定について 他２件 

第 11回 

定例会 
Ｒ４．２．１５（火） 

議案４件 ・令和４年度管理職人事承認について 他３件 

報告３件 ・令和３年東通村教育委員会表彰結果について 他２件 

第 12回 

定例会 
Ｒ４．３．１８（金） 

議案３件 ・令和４年度学校教育方針について 他２件 

報告１件 ・令和４年度教育委員会当初予算について 
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（２）会議以外の活動状況 

   こども園ひがしどおり、小学校、中学校へ訪問し、意見交換及び授業参観を行っ 

た他、研修に出席し、東通村の学校教育の発展と充実に努めた。 

 

  ア、学校訪問  期 日：令和３年 ６月２５日（金）第１回目 

              令和３年１２月２０日（月）第２回目 

 

  イ、研  修 ・研修名：東北六県市町村教育委員会連合会教育委員・教育長研修 

    ※新型コロナウイルス感染症により中止 

 

・研修名：下北市町村教育委員会連絡協議会教育長・教育委員及び 

事務局職員研修 

          期 日：令和３年１０月２４日（日） 

          場 所：プラザホテルむつ 

          内 容：青森山田高等学校サッカー部監督黒田剛氏講演会 

               

  ウ、総 会 等 ・総会名：青森県市町村教育委員会連絡協議会定時総会 

          期日等：書面協議 

          

・総会名：下北市町村教育委員会連絡協議会定時総会 

          期日等：書面協議 

 

  エ、行事関係 

    ○こども園ひがしどおり 

     ・入園式、運動会、音楽発表会、おゆうぎ会、卒園式 

    ○東通小学校 

     ・入学式、運動会、学芸会、卒業式 

    ○東通中学校 

     ・入学式、体育祭、文化祭、卒業式 

 ※こども園、小・中学校の各行事については、新型コロナウイルス感染症対策 

のため、来賓参加を縮小して行うこととなり、教育委員の出席は見送られた。 

    ○東通村教育委員会 

     ・海外研修出発式及び帰村式・・・中止 

    ○東通村 

     ・成人式 

・東通村教育委員会表彰式・・・中止 

    ○青森県 

     ・青森県高等学校駅伝競走大会・・・来賓なし 

    ○各種団体 

     ・東通村連合婦人会芸能発表会・・・中止 

・東通村郷土芸能保存連合会芸能発表会・・・中止 

     ・東通村子ども会育成連合会郷土芸能発表会・・・中止 
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３ 児童福祉・教育予算の執行に関する状況 

  東通村の教育施策は、美しい自然と郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、健康で、

創造性に富み、新しい時代を主体的に切り拓く人づくりを目指すことを基本方針とし

ている。 

  令和３年度の民生費に関する当初予算は、児童福祉費の児童福祉総務費及び保育所

費（乳幼児保育・教育委員会分）を合わせ２８１，１２５千円、教育費は６８２，９

１７千円で、教育委員会所管の予算総額は９６４，０４２千円となり、一般会計当初

予算総額９，０５３，０００千円に占める割合は１０．６％となった。 

  歳出決算額では、民生費（乳幼児保育・教育委員会分）２８９，１０２千円、教育

費６９７，６９４千円で、教育委員会所管の決算総額は９８６，７９６千円となった。 

  この結果、一般会計歳出決算総額９，２１４，００７千円に占める教育委員会所管

の決算割合額は１０．７％となった。 

  令和３年度においても、「村の将来を担う次世代の人材育成」のため、東通村の将来 

 を支えていく乳幼児、児童、生徒を中心とした、子育て支援、学力向上など、教育プ 

 ランに基づいた施策を実施するための予算執行に努めた。 

 

令和３年度と令和２年度教育委員会関係予算・決算歳出対比一覧表 

（単位：千円） 

 
当初予算額 決 算 額 

令和３年度 令和２年度 増 減 額 令和３年度 令和２年度 増 減 額 

1.児童福祉総務費 5,974 6,045 △71 6,606 5,048 1,558 

2.保育所費 275,151 258,021 17,130 282,496 267,899 14,597 

民生費計 281,125 264,066 17,059 289,102 272,947 16,155 

1.教育総務費 283,337 290,011 △6,674 318,466 264,389 54,077 

2.小学校費 83,153 95,591 △12,438 84,836 77,705 7,131 

3.中学校費 87,901 81,989 5,912 82,214 73,708 8,506 

4.高等学校費 45,624 49,901 △4,277 46,120 45,688 432 

5.幼稚園費 34,915 50,836 △15,921 32,934 34,624 △1,690 

6.社会教育費 14,922 15,153 △231 14,809 17,226 △2,417 

7.保健体育費 133,065 194,844 △61,779 118,315 172,657 △54,342 

教育費計 682,917 778,325 △95,408 697,694 685,997 11,697 

A委員会所管計 964,042 1,042,391 △78,349 986,796 958,944 27,852 

B一般会計総額 9,053,000 7,126,000 1,927,000 9,214,007 9,449,756 △235,749 

 

令和３年度における割合 

・一般会計当初予算額に対する教育委員会所管当初予算額の割合 Ａ／Ｂ １０．６％ 

・一般会計決算額に対する教育委員会所管決算額の割合     Ａ／Ｂ １０．７％ 
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４ 主要な事業の点検・評価 

  令和３年度の教育に関する事務が東通村教育施策の方針に基づき適切に実施され 

 ているかを妥当性、有効性、効率性を指標として教育委員会会議において令和４年 

 ９月２２日に一次評価を実施した。 

  二次評価は、令和４年１０月１２日に東通村教育委員会外部評価委員３名から各 

事業について総合的な評価と意見をいただいた。 

 

（１）一次評価の結果、１事業が新型コロナウイルス感染症の影響により実施でき 

なかったが、それ以外の事業は「ほぼ目標どおり」で継続すべきとした。 

    【一次評価の基準】         【今後の取組みの方向性】 

Ａ 目標を上回る 

Ｂ ほぼ目標どおり 

Ｃ 目標をやや下回る 

Ｄ 目標を大きく下回る 

    ※標記基準：Ａ～Ｄまでの４段階。 

 

 （２）二次評価の概要 

    東通村教育委員会外部評価委員規程により委嘱した、外部評価委員３名により 

   各事業シートをもとに、令和４年１０月１２日に二次評価を実施した。 

 氏  名 地 区 名 備  考 

東通村教育委員会

外部評価委員 

下 舘 義 弘  古野牛川 東通村学校評議員 

田 中 隆 砂 子 又 東通村学校評議員 

二本栁玲子 小田野沢 東通村学校評議員 

 

   ア 外部評価委員の意見の概要 

     ・一次評価の結果については、適正な評価となっている。 

     ・個別事業の評価については、それぞれの事業評価シートに二次評価として 

      記載した。 

 

５ 総 括 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６条 

 第１項の規定に基づき、東通村教育委員会において、令和３年度の教育委員会の事務 

 管理及び執行状況について、活動状況、予算の執行状況、各事業の点検・評価を取り 

 まとめ、東通村教育委員会外部評価委員規程により委嘱した外部評価委員３名により 

 点検と評価を行った。 

  その結果、評価した事業のうち１事業以外、ほぼ予定どおり達成されており、すべ 

ての事業が継続すべきとの評価をいただいた。東通村教育委員会では、これからの時 

代に必要な資質・能力の育成のためにＩＣＴ活用など、「教育の情報化」を図るととも 

に、社会情勢や財政状況に応じて、効果的かつ効率的な事業運営に努めるものとする。 

拡充 

継続 

廃止検討 

その他 
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６ 点検・評価事業一覧及び個別評価シート 

  令和３年度に東通村教育委員会が実施した事業について、地方教育行政の組織及び 

運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づき、一次（内部）評価を行い、更に外 

部評価委員による二次（外部）評価を実施した。 

 

  ≪点検及び評価事業と総合評価結果一覧≫ 

番号 事  業  名 所 管 総合評価 ページ 

１ 東通村費負担教員導入事業 教育指導課 Ｂ ７ 

２ 中学生海外研修事業 〃 評価なし ８ 

３ 東通村学習塾運営事業 〃 Ｂ ９ 

４ スクールサポーター等配置事業 教育総務課・指導課 Ｂ １０ 

５ 東通村乳幼児教育支援事業 教育総務課 Ｂ １１ 

６ 学校歯科運営事業 〃 Ｂ １２ 

７ 東通村奨学金貸与事業 〃 Ｂ １３ 

８ 高等学校生徒就学援助事業 〃 Ｂ １４ 

９ 歴史民俗資料館運営事業 〃 Ｂ １５ 
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【 評価番号 １ 】 

所 管 教育指導課 

事 業 名 東通村費負担教員導入事業 

区 分 ■単独事業 

事業の位置付 ■教育環境デザイン 

事業の概要  

 

平成１６年に報告された「東通村総合教育プラン」に掲げる３０項目のデザイン（施策） 

のうち、少人数学級やＴＴ指導の推進等、教員の加配に関する提言があり、村は平成１７年 

度から村費負担教員を小・中学校に配属し、習熟度別学習など児童生徒一人ひとりに応じた

教育活動を展開し、教育環境の充実を図る。 

 

事業費                             （単位：人、千円）） 

 教員・常勤

講師数 
給料 職員手当 共済費 旅費 計 

Ｒ３年度

決算 

小学校費 
教諭 1 

15,485 7,640 5,674 462 28,861 
講師 4 

中学校費 
教諭 1 

12,605 7,280 5,524 179 25,588 
講師 4 

計  10 28,090 14,920 11,198 641 54,849 

 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 67,104 63,426 61,339 

決 算 額 65,393 51,066 54,849 
 

一 次 評 価

【Ｂ】 

 村費負担教員としての自覚をもち、県費負担教員と連携を図り、役割を理解した上で日々

の教育活動に熱心に取り組んでいた。 

少人数指導やＴＴ・習熟度指導、専科指導等で児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指

導の充実につながった。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 学校課題である学力向上や児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導の充実のために

は、引き続き村費負担教員を配置していく必要がある。 

 

二 次 評 価 

 村費負担教員の配置によって、児童生徒の個々の能力を引き出し、児童生徒一人ひとりに

対するきめ細かな教育と生徒指導など、東通村の子どもたちのために熱心に教育活動に励ん

でいる。子どもたちの学力向上や落ち着いた学校生活、学校教育全体の充実を図るためにも、

欠かせない人材であり、引き続き、東通村費負担教員を配置していただきたい。 
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【 評価番号 ２ 】 

所 管 教育指導課 

事 業 名 中学生海外研修事業 

区 分 ■単独事業 

事業の位置付 ■教育環境デザイン 

事業の概要  

１．事業内容 

  次代を担う生徒たちが、外国語（英語）によるコミュニケーション能力と国際感覚を培 

 い、国際社会で大きく羽ばたくことを目的として海外研修事業を実施する。 

２．期  日 

  令和３年 月 日（ ）から 月 日（ ） 〔 泊 日〕 

３．参加者数 

  中学生    名 

引 率    名 

４．研修先 

  ニュージーランド（テプケ中学校 インターメディエイトスクール） 

 

 令和３年４月１６日開催の教育委員会会議において、新型コロナウイルス感染症に係る生

徒達の健康・安全の確保及び感染拡大防止の観点から中止とした。 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ８，０８６ ８，０８６ ９，０７０ 

決 算 額 ８，０８６ ０ ０ 
 

一 次 評 価 

【評価なし】 

 海外研修は新型コロナウイルス感染症の影響で中止とした。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 中学生が英語によるコミュニケーション能力と国際感覚を培うためには、海外研修は効果

的な事業であるが、近年の大規模災害や新型コロナウイルス感染症などで実施できない場合

があるため、今後は生徒や保護者のニーズ等を把握した上で、研修の行程やプログラムを検

討していく。 

二 次 評 価 

 中学生が海外でホームステイをして外国人と英語でコミュニケーションを図り、国際感覚

を身に付けることや、異文化理解ができるといった点では効果的な事業であるが、新型コロ

ナウイルス感染症などの影響で海外に行って研修が実施できない場合があるため、国内で外

国人と英語でコミュニケーションを図ったり異文化を理解したりできる研修に変更していく

ことを視野に入れて検討していただきたい。 
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【 評価番号 ３ 】 

所 管 教育指導課 

事 業 名 東通村学習塾運営事業 

区 分 ■単独事業 

事業の位置付 ■教育環境デザイン 

事業の概要  

 東通村の中学生が将来に期待を持ち、高校進学やその後の進路について希望と広い選択肢 

を持てるよう、学力の向上と家庭学習の充実を図るため学習塾を運営する。 

 

１．開 設 日   毎週 水曜日 １５時３０分～２０時３０分 

            金曜日 １８時３０分～２０時３０分 

            土曜日 １２時３０分～１６時３０分 

２．開設場所   東通村体育館３階会議室 

３．科  目   国語、数学、英語、社会、理科 

４．講  師   早稲田進学会（代表 宇野浩次） 

５．令和３年度東通村学習塾入塾実績及び進学先 

①令和３年度東通村学習塾入塾実績 

  ・中学１年生    ９名（１学年 ５７名の１５．８％） 

  ・中学２年生    ９名（２学年 ３９名の２３．１％） 

  ・中学３年生    ５名（３学年 ５７名の ８．８％） 

     計     ２３名（全生徒１５３名の１５．１％） 

②進学先  田名部高校１名、大湊高校３名、むつ工業高校１名 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ２，１５８ ２，１５８ ２，５２６ 

決 算 額 ２，０９９ ２，１２７ ２，４０７ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 １年生の入塾は昨年度より５名増えて９名、２年生の入塾は１名減って９名、３年生の入 

塾は１０名減って５名であった。 

 学力の個人差があるため、個に応じた指導方法や運営方法を充実させていく必要がある。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 令和元年度までは１年生は夏期講習のみであったが、令和２年度からは全学年が通年で実施 

している。実施日については１年生が金曜日のみ、２・３年生は水・土曜日の週２日である。 

３年生は部活動終了後に週３日に増やし、学力の向上につなげていく。 

二 次 評 価 

 塾生は学習塾に通った成果で希望校に進学することができている。 

 今後は、より多くの中学生が入塾できるような環境を整え、指導内容を充実させていただ

きたい。また、各塾生のニーズに応じた指導を充実させ、それぞれの塾生が目指す進路達成

及び全体的な学力の向上に努めていただきたい。 
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【 評価番号 ４ 】 

所 管 教育指導課・教育総務課 

事 業 名 スクールサポーター等配置事業 

区 分 ■単独事業 

事業の位置付 ■教育振興 

事業の概要  

○スクールサポーター 

  多動傾向や介助を必要とするなど、特別な配慮を必要とする児童生徒の学校生活の支援 

 を行うため、小学校に２名配置している。 

○学校図書館司書 

  平成２７年４月１日施行の改正学校図書館法に伴い、東通村学校図書館司書設置要綱を 

 同年１０月に制定し、学校図書館の管理運営、蔵書の管理及び整備、学校図書館の充実を 

 図るため、小・中学校に各１名配置している。 

○図書貸出冊数  令和元年度  小学校 ２，７２０冊  中学校   ８６７冊 

         令和２年度  小学校 ２，４１１冊  中学校 １，２０３冊 

令和３年度  小学校 ２，７７５冊  中学校   ５０４冊 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ４，８００ ４，８３９ ５，００８ 

決 算 額 ３，５３３ ２，６９７ ４，４３５ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

□スクールサポーター 

 スクールサポーターの配置は特別な支援が必要な児童への支援はもちろんであるが、児童

への指導時間や教材研究の時間の確保などの面で、学級担任等の負担軽減が図られている。 

□学校図書館司書 

 学校図書館司書の配置は児童生徒が興味・関心を持ち、利用しやすいよう、分類や年代別 

などの整理を行うなど、図書館の充実が図られている。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

□スクールサポーター 

 小・中学校において、特別な支援が必要な子どもの数が増えている。小学校だけでなく中

学校にもスクールサポーターを配置し、子どもへの支援を充実させていく必要がある。 

□学校図書館司書 

 児童生徒の思考力・判断力・表現力を身に付けさせることが教育活動の課題であることか 

ら、学校図書館の役割は大きく、継続して配置していく必要がある。 

二 次 評 価 

□スクールサポーター 

 学校生活全般において特別な支援が必要な児童生徒が増加傾向にある。そのような子ども 

たちが学校不適応を起こさないためにも、継続して配置していただきたい。 

□学校図書館司書 

 学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であることから、学校教育に必要とす

る資料の収集など、効率的かつ効果的な管理運用に努めていただきたい。 
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【 評価番号 ５ 】 

所 管 教育総務課 

事 業 名 東通村乳幼児教育支援事業 

区 分 ■単独事業（「こども園ひがしどおり」運営に関する協定書） 

事業の位置付 ■教育環境デザイン 

事業の概要  

（単位：千円） 

事業区分 事 業 名 

令和３年度決算 

備考 
事業費 

負担区分 

村補助金 その他 

東通村乳幼

児教育支援

事業 

障がい児・病児対応保育事業 12,785 12,785 0  

少人数制クラス編成事業 3,728 3,728 0  

大規模施設管理運営適正化事業 13,450 13,306 144  

幼児教育推進事業 3,191 3,191 0  

施設維持管理支援事業 27,412 26,816 596  

食育推進事業 854 854 0  

計 61,420 60,680 740  
 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ５７，０００ ５０，０００ ６０，６８０ 

決 算 額 ５７，０００ ５０，４７５ ６０，６８０ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 村独自の乳幼児教育の環境が整っていて、子どもたちはこども園でのびのびと活動してい

る。また、延長保育・病児保育も充実し利用者のニーズに合っている。 

 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 乳幼児期の特性を踏まえ、園児の生活を豊かなものにしていくためにも引き続き乳幼児教

育を支援していくことが必要である。 

 

二 次 評 価 

 充実した乳幼児教育の中で、いきいきとした姿の園児の様子が伺えることから、継続して

支援に努めていただきたい。 
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【 評価番号 ６ 】 

所 管 教育総務課 

事 業 名 学校歯科運営事業 

区 分 ■単独事業 

事業の位置付 ■教育環境デザイン 

事業の概要  

○平成２１年度の東通村の乳幼児及び児童生徒のう歯保有率は、全国及び県と比較して極め 

 て高い状況にあったことから、小学校に歯科診療室を併設して、う歯保有率の低減と健康 

 指導の充実を図る。 

 

○東通村歯科診療室設置概要 

 開設者   東通村 

 診療者   あらまき歯科医院 院長 荒蒔正邦 

 開設日   平成２１年７月１日～ 

 診療日   火曜日・木曜日  １３時３０分～１６時３０分 

 

○令和３年度実績 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

診療日数（１２ヶ月当）  （日） ６２ ６３ ５６ 

受診者延人数       （人） ３８９ ３５１ ３６８ 

診療１回当たり受診者数  （人） ６．２７ ５．５７ ６．５７ 
 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ７．０７２ ７，０７２ ７，０７２ 

決 算 額 ７，０７２ ７，０７２ ７，０７２ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 令和３年度は新型コロナウイルス感染症の対策もあり診療日数は減少しているが、受診者

数は昨年度より増加している状況である。 

歯科診療室が小学校に併設されていることにより、保護者の同伴がなくても児童生徒が部

活動等の時間を利用し受診できることから、保護者の負担軽減となっている。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 歯科診療室は、保護者の同伴がなくても児童生徒が部活動等の時間を利用し受診でき、保

護者の負担軽減となっていることから、今後もあらまき歯科医院と協力し、保護者へ情報発

信し歯科診療室を効果的に利用してもらうよう取り組んでいく。 

二 次 評 価 

 歯科診療室は、学校を欠席、早退しなくても受診でき、保護者の負担軽減となっている。 

今後もこどもの歯・口の健康づくりの意識を高めるため、保護者に対して情報発信を行い

歯科診療室の利用を啓発していただきたい。 
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【 評価番号 ７ 】 

所 管 教育総務課 

事 業 名 東通村奨学金貸与事業 

区 分 ■単独事業（東通村奨学金貸与条例） 

事業の位置付 ■事務事業 

事業の概要  

１．目的 

  経済的理由により就学困難な者に対して、必要な学費を貸与して就学を援助し、優秀な 

 人材を育成することを目的とする。 

２．貸与月額 

種     別 貸与月額限度額（円） 

高等学校 ２０，０００以内 

高等専門学校、専修学校 ３０，０００以内 

短期大学、大学 ５０，０００以内 

医科、歯科、薬科及び獣医科大学、大学院 ７０，０００以内 

３．貸与者数等                            （単位：円） 

種  別 高校 高専 短大等 大学 大学院 実数 

H13～R３までの利用者 １０ ３ ３１ ９７ ５ １４６ 

R３の新規貸与者数 － － ２ ６ － ８ 

R３までの償還済者 ５ １ １８ ４８ ４ ７６ 

R３現在の貸付者 － － ４ １５ － １９ 

R３現在の償還者数 ５ ４ ８ ４３ １ ６１ 
 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 １５，３００ １１，６４０ ９，７２０ 

決 算 額 ９，８４０ ９，９６０ １０，６８０ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 奨学金の貸与は大学進学等を志している学生や保護者にとって経済的な支援に繋がってお 

り、村及び社会に貢献する人材を育成するためにも効果的な制度である。 

 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 進学希望の学生や社会に貢献する人材育成のためにも奨学金制度は欠かせない状況である

ことから、今後も申請書類の厳正化や滞納整理事務を強化し、適正に債権管理に努める。 

 

二 次 評 価 

 村の一次産業である漁業、農業等の水揚げ量や、収穫量の減少により収入が減っており、

保護者や学生にとって経済的支援となっている奨学金貸与は欠かせない制度であり、村及び

社会に貢献する人材育成を図る手段として有効であるため継続していただきたい。 

 また、奨学金制度維持のためにも、償還金に未納が生じないよう対策を講じていく必要が

ある。 
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【 評価番号 ８ 】 

所 管 教育総務課 

事 業 名 高等学校生徒就学援助事業 

区 分 ■単独事業（東通村高等学校生徒交通費給与条例、東通村高等学校等生徒就学奨励費給与条例） 

事業の位置付 ■事務事業 

事業の概要  

１．通学費補助金 

  むつ市内の高校に在学する生徒に対し、通学費用の全額を補助する。 

  〔令和３年度  補助者数８９名   補助額４０，９５１千円〕 

２．就学奨励費 

  通学費補助金を受けない生徒に対し、月額１０，０００円を支給する。 

  〔令和３年度  補助者数４５名   支給額５，１７０千円〕 

３．生徒数（令和３年５月１日現在）                   単位：人 

 田名部高校 大湊高校 むつ工業高校 その他公立 私立高校 計 

１年 15 16 5 5 4 45 

２年 14 8 8 9 2 41 

３年 8 13 13 5 5 44 

計 37 37 26 19 11 130 
 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ２４，００１ ４９，９０１ ４６，４７１ 

決 算 額 ２３，７２８ ４５，６８９ ４６，１２０ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 むつ市までの通学及び管外への通学及び下宿等を余儀なくされている高校生の保護者に 

とって、交通費給与と奨励費は経済的な負担軽減となっている。 

 令和３年度は対象校を拡充したため対象者、支給額が増加となっている。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 通学費用は全額、就学奨励費は１万円に増額し支給しており、経済的負担の軽減となって

いるため今後も継続し、就学援助に努めていく。 

 

二 次 評 価 

 村内に居住する全ての高校生を対象とした就学援助であり、進学率の向上に繋がっている。 

 また、交通費については高額であり保護者にとっても経済的な負担軽減が図られているこ

とから、継続して支援に努めていただきたい。 
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【 評価番号 ９ 】 

所 管 教育総務課 

事 業 名 歴史民俗資料館運営事業 

区 分 ■単独事業（東通村歴史民俗資料館設置条例） 

事業の位置付 ■事務事業 

事業の概要  

○東通村は２０の指定文化財があり、平成２８年度には村有形民俗文化財・目名不動院関係 

 資料と村有形文化財・目名不動院旧菊池家の２文化財を指定した。その他、県有形民俗文 

 化財の目名不動院伝来能舞面をはじめとする貴重な文化財を有している。 

 また、国史跡の浜尻屋貝塚の出土遺物などの土器・石器のほか、村内から収集・寄贈され 

 た民俗資料を多数保有している。これらの貴重な文化財は村歴史民俗資料館（旧田屋小中 

学校）に保管・収蔵されており、資料展示、見学対応、施設の維持管理に従事するため、 

 学芸員１名を配置している。 

○施設の維持管理費（光熱水費、電話料、建物保険料、浄化槽維持管理費等） 

○来館者実績（過去５ヶ年）                     （単位：人） 

年 度 来館者数 
来館者内訳 

備   考 
学校関係者 一   般 

令和３年度  １６３ １０２ ６１  

令和２年度  １５５ １１５ ４０  

令和元年度  ３０５ １８０ １２５  

平成３０年度 ３０１ １２９ １７２  

平成２９年度 ２８１ ２３３ ４８  
 

予算・決算額 

（単位：千円） 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

当初予算額 ２，１８５ ２，３２０ ２，３２４ 

決 算 額 ２，０６３ ２，６２１ ２，１１４ 
 

一 次 評 価 

【Ｂ】 

 新型コロナウイルス感染症の影響で２年前より減少しているが、一般の来館者は前年より

増加した。学芸員の常駐する機会が増えたことにより、資料館の認知度が高まり、一般の興

味関心のある人が訪れている。 

今後の取組みの 

方向性 

【継続】 

 学芸員の常駐により、収蔵資料を整理し資料館の展示内容を充実させる。 

収蔵資料のデジタル化も進め、将来的にインターネット上で見学できるよう整備していく

必要がある。 

二 次 評 価 

 引き続き学芸員を専従させて、貴重な文化財を適切に保存し管理していただきたい。 

また、新型コロナウイルス感染症対策を充実させ、来館者の増加に取り組んでいただきた

い。 
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７ 点検・評価事業以外の事業の実績 

 

○令和３年度実績 

 事  業  名 根拠 所  管 ページ 

１ 学校給食運営事業 法令等 学校給食センター １７ 

２ 放課後児童健全育成事業 〃 教 育 総 務 課  １８ 

３ 保育所（広域入所）委託事業 〃 〃 １９ 

４ スポーツ団体活動補助事業 単 独 〃 ２０ 

５ 園児・児童・生徒標準服援助事業 〃 〃 ２１ 

６ 東通小・中学校スクールバス運行業務委託事業 〃 〃 ２２ 

７ 東通村体育館管理運営事業 〃 〃 ２３ 

８ 教育委員会表彰事業 〃 〃 ２４ 

９ ブックスタート推進事業 〃 〃 ２５ 

１０ 成人式 〃 〃 ２６ 

１１ 青森県高等学校男子・女子駅伝競走大会 〃 〃 ２７ 

１２ 社会教育関係団体活動の支援事業 〃 〃 ２８ 

１３ 無形民俗文化財（郷土芸能）の保護・育成事業 〃 〃 ２９ 
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（事業実績１） 

所 管 学校給食センター 

事 業 名  学校給食運営事業 

区 分 法令等（東通村立学校給食センター設置条例・施行規則） 

実 施 根 拠  学校給食法第４条 

実 施 概 要  

１．令和３年度提供実績（単位：食／１日） 

内 訳 給 食 数 

東通小学校  ５７，７３５ 

東通中学校  ３１，９６２ 

給食センター １，６２９ 

計 ９１，３２６ 

 

２．給食費（学校給食法第１１条） 

 ○小学校児童及び職員 300円／１食 

 ○中学校生徒及び職員 320円／１食 

 

３．令和３年度事業費（決算額）            （単位：千円） 

経  費 

費   目 決算額 備考 

給食賄材料費 28,514  

電気料 7,740  

上下水道料 1,219  

修繕料・医薬材料費 577  

消耗品費 1,206  

施設清掃・管理・点検業務委託料 3,978  

通信費・手数料・保険料・使用料 962  

工事請負費 28,710  

備品購入費 0  

給食センター運営委員会委員報酬 18  

職員旅費・委員費用弁償 27  

職員給料・手当・共済費 28,794  

負担金・補償金 13  

計 101,758  

財源内訳 

給食費保護者負担金 24,584  

電源立地地域 

対策交付金 

維持運営 7,184  

人件費 20,710  

小 計 27,894  

一般財源 49,280  

計 101,758  
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（事業実績２） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  放課後児童健全育成事業（東通小学校なかよし会） 

区 分 法令等（東通村放課後健全育成事業の設置及び運営基準に関する条例 他） 

実 施 根 拠  児童福祉法第６条の３の第２項 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  保護者の労働等により、日中の保育に欠ける児童（小学校１年生から６ 

 年生まで）に対し、授業終了後に保護者に代わって適切な遊び場所、生活 

 場所を提供し、児童の健全育成を図る。 

 

２．利用実績 

 ○令和３年度利用登録数       ７４名 

 ○令和３年度利用数（１日当たり）  ２５名 

 ○令和３年度開設日数       ２８０日 

 

３．令和３年度事業費（決算額） 

                           （単位：千円） 

 費 目 決算額 備 考 

経  費 

報 酬 5,738 ７名配置 

旅 費 586 普通旅費、研修旅費 

需 用 費  65 消耗品費 

役 務 費  217 電話料、総合保険料 

計 6,606  

財源内訳 

国県補助金  3,354  

保護者負担金 137 総合保険料負担金 

一 般 財 源  3,115  

計 6,606  
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（事業実績３） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  保育所（広域入所）委託事業 

区 分 法令等（国庫補助事業） 

実 施 根 拠  児童福祉法第５６条の６第１項 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  就労等のため、保護者に代わって保育に欠ける小学校入学前の児童及び 

 幼児を村外の保育所（園）で保育することを目的とする。 

 

２．広域保育所利用者数 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．令和３年度事業費（決算額） 

（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

年度 
利用者数 

計 
むつ市 県内 

Ｒ３ ８ ３ １１ 

Ｒ２ ６ １ ７ 

Ｒ元 ３ － ３ 

Ｈ３０ ３ － ３ 

年度 
広域入所委託料 

国 県 保護者負担 一般財源 計 

Ｒ３ 5,039 1,838 0 3,519 10,396 

Ｒ２ 4,365 1,755 0 3,876 9,996 

Ｒ元 1,825 786 427 784 3,822 

Ｈ３０ 1,695 755 273 746 3,469 
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（事業実績４） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  スポーツ団体活動補助事業 

区 分 村単独事業 

実施根拠  東通村教育委員会補助金交付要綱 

実 施 概 要  

１．目的 

社会体育の振興及び村民の親睦と健康・体力の増進を図ることを目的とし、

各種スポーツ団体が円滑な事業運営が実施できるよう補助金を交付する。 

２．事業の実績 

                            （単位：千円） 

補助対象事業 補助金交付団体 補助金額 

スポーツ団体活動の 

事業運営に要する経

費について補助金を

交付する。 

県民駅伝競走大会東通村実行委員会 0 

青森県高等学校男子・女子駅伝競走大会東通村実行委員会 743 

村スポーツ協会 700 

村スポーツフェスティバル実行委員会 254 

スポーツ大会派遣助成金（青森県民体育大会他） 0 

計 1,697 
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（事業実績５） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  園児・児童・生徒標準服援助事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  

こども園：こども園ひがしどおり運営に関する協定書 

小 学 校：東通村立東通小学校標準服貸与規程 

中 学 校：東通村立東通中学校指定学生服等扶助要綱 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  東通学園としての連帯感を高めるため、学園の誇りと自信を持たせ、勉 

 学に励めるよう指定した標準服を着用する。 

 

２．導入年度 

 ○こども園ひがどおり   平成２４年度 

 ○東通小学校       平成２０年度 

 ○東通中学校       平成２１年度 

 

３．着用のための支援方法 

 ○こども園ひがしどおり 

   こども園が購入（村補助）し、園児へ貸与する。 

 ○東通小学校 

   村が購入し、児童へ貸与する。 

 ○東通中学校 

   初回のみ購入額の半額を村が補助する。 

 

４．令和３年度事業費（決算額） 

                           （単位：千円） 

 

 数 量 （着） 決算額 費目 

小 学 校  
ブレザー10着、スラックス 14本 

スカート 4枚 
360 備品購入費 

中 学 校  新入生 45名、在校生１名 794 扶助費 

計  1,154  
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（事業実績６） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  東通小・中学校スクールバス運行業務委託事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  東通村総合教育プラン「教育環境デザインひがしどおり２１」 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  小学校と中学校それぞれ１校統合によって、徒歩での通学が困難な地区 

があり、児童生徒の安全を確保するためスクールバスの運行を行う。 

 

２．令和３年度事業の実績 

 ○運行台数 

 

３．令和３年度事業費（決算額）           （単位：千円） 
 

 小学校・中学校合同運行 備  考 

下北交通（株） ８  

(株)尻屋観光 ６  

計 １４  

事 業 者 年間委託料 備  考 

下北交通(株) 86,207  

尻屋観光㈱ 61,543  

計 147,750  

財源内訳 

電源立地対策交付金 147,200  

一 般 財 源 550  

計 147,750  
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（事業実績７） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  東通村体育館管理運営事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  東通村体育館条例、東通村体育館管理規則 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  村民の体育の振興とレクリエーションその他健康で文化的な行事等の用 

 に供するため体育館を設置し、その管理運営に努める。 

 

２．利用実績 

 

３．令和３年度施設管理運営事業費（決算額）  （単位：千円） 
 

 Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ 

利用回数      （回） 545 427 335 230 

延べ利用者数    （人） 25,059 18,142 8,963 7,053 

事 業 費  

 決算額 備  考 

賃金 臨時雇賃金 2,298  

需用費 消耗品費  274  

燃 料 費 436  

電 気 料 4,272  

上下水道料 57  

修 繕 料 544  

計 5,583  

役 務 費  878 電話、手数料、保険料 

委 託 料  5,276 保守・点検委託 

使用料及び賃借料 21 テレビ受信料 

計 14,056  

財源内訳 

電源立地地域 

等対策交付金 

施設維持運営費 3,076 光熱水費 

人 件 費 2,180 臨時雇賃金 

小   計 5,256  

一般財源 8,800  

計 14,056  
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（事業実績８） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  教育委員会表彰事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  東通村教育委員会表彰規則 

実 施 概 要  

 

１．目的 

  東通村教育の振興・発展に功績のあった個人及び団体を表彰する。 

 

２．令和３年度表彰の種類と事業費 
 

決算額（報償費） ５４千円 

表彰の種類 内   容 
顕彰実績 

個人 団体 

教育文化功労賞 

学校教育の振興 － － 

社会教育の振興 － － 

その他の教育における文化、 
芸術の振興 

－ － 

教育文化賞 
文化芸術活動において極めて
優秀な成績を修め、将来実績
が有望な個人及び団体 

－ － 

教育文化優秀賞 
文化芸術活動において特に優
秀な成績を修め、将来実績が
有望な個人及び団体 

－ － 

教育文化奨励賞 
文化芸術活動において優秀な
成績を修め、将来実績が有望
な個人及び団体 

－ － 

スポーツ功労賞 

学校体育の振興 － － 

社会体育の振興 － － 

その他の教育におけるスポー
ツの振興 

－ － 

教育スポーツ賞 
スポーツ活動において極めて
優秀な成績を修め、将来実績
が有望な個人及び団体 

－ － 

教育スポーツ優秀賞 
スポーツ活動において特に優
秀な成績を修め、将来実績が
有望な個人及び団体 

－ － 

教育スポーツ奨励賞 
スポーツ活動において優秀な
成績を修め、将来実績が有望
な個人及び団体 

５ － 

計 ５ － 
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（事業実績９） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  ブックスタート推進事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  東通村総合教育プラン「教育環境デザインひがしどおり２１」 

実 施 概 要  

 

１．目的 

   ブックスタートは、親子による読書への関心を高めることを目的に、 

  乳児、１歳６ヶ月、３歳６ヶ月の健診後に、ボランティアサークル（め 

  んこちゃん）が青森県教育委員会発行の「絵本でゆたかな親子の時間」 

  の読み聞かせを実施している。また、乳児に２冊、１歳６ヶ月児及び３ 

  歳６ヶ月児に１冊の絵本をプレゼントする事業である。 

   未健診児には、保健師が家庭訪問し絵本を提供している。 

 

２．事業期間 

  令和３年５月から令和４年３月まで 

 

３．事業費 

  絵本等購入費  １７５千円（絵本購入冊数 １２３冊） 

 

４．令和３年度事業実績 

 〔乳幼児検診児〕 

対象乳幼児 読み聞かせ月日 
対象乳幼児数 

（延人数） 

乳児・１歳６ヶ月 5/25(火) 8/3(火) 11/9(火) 2/1(火) ６６ 

３歳６ヶ月 6/29(火) 9/14(火) 12/7(火) 3/1(火) ３２ 

計 ９８ 
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（事業実績１０） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  成人式 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第 178号）第２条 

実 施 概 要  

 

１．目的 

   大人になったことを自覚し、自ら生き抜こうとする青年を祝い励ます 

  ことを趣旨として開催。 

 

２．内容 

  ・村長から新成人を激励する言葉をはじめ、誓いの言葉、記念品贈呈。 

  ・成人式終了後に、恩師や友人と写真撮影。 

  ・新型コロナウイルス感染症の感染防止策等を講じて実施。 

 

３．令和３年度対象者及び参加者並びに事業費（決算額） 
 

 
会場 

対象者数 式典参加者数 参加率 

(％) 

決算額 

(千円) 男 女 計 男 女 計 

R４.1.10 東通中 35 29 64 19 12 31 48 871 

R３.1.9 東通中 39 38 77 14 11 25 32 372 

R２.1.13 東通中 30 33 63 26 13 39 62 300 

H31.1.14 東通中 31 31 62 23 27 50 80 278 

H30.1.8 東通小 33 35 68 19 26 45 66 314 

H29.1.9 東通中 38 40 78 28 25 53 68 303 

H28.1.10 東通中 37 45 82 29 28 57 70 308 

H27.1.12 東通中 33 27 60 19 17 36 60 284 
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（事業実績１１） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  青森県高等学校男子・女子駅伝競走大会 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  青森県高等学校男子・女子駅伝競走大会東通村実行委員会規則 

実 施 概 要  

○東通村の自然豊かな特設コースでの大会も第 12 回目を数えることとなり
ました。新型コロナウイルス感染防止のため、無観客で開催しましたが、各チ
ームは上位大会を目指し熱い戦いを繰り広げました。 
 
１．大会概要  期日：令和３年１０月１７日（日） 場所：東通村 
 ・優勝校は全国高等学校駅伝競走大会への出場権が付与される。 
 ・第４位までの入賞チームは東北高等学校駅伝競走大会への出場権が付与 
  される。 
２．主催  青森県高等学校体育連盟、一般社団法人青森県陸上競技協会、 
      毎日新聞社、東通村 
３．共催  青森県教育委員会 
４．後援  東通村スポーツ協会 
５．主管  青森県高等学校体育連盟陸上競技専門部、東通村教育委員会、 
      下北郡陸上競技協会、NPO法人むつ市陸上競技協会 
６．令和３年度事業費 
 ・青森県高等学校男子女子駅伝競走大会東通村実行委員会への補助金 
 ・令和３年度決算額  ７４３千円 
７．参加チーム 
  男子 ９チーム（７名／１チーム） 女子５チーム（５名／１チーム） 

８．距離 

  男子 ４２．１９５０㎞ 

  女子 ２１．０９７５㎞ 

９．結果 

 男子                女子 

 

 

順位 高 校 名 タイム 

1 青森山田高等学校 2°06’16 

2 八戸学院光星高等学校 2°11’34 

3 弘前実業高等学校 2°18’16 

4 八戸西高等学校 2°22’21 

5 田名部高等学校 2°29’00 

6 青森高等学校 2°26’17 

7 青森工業高等学校 2°30’18 

8 名久井農業高等学校 2°43’04 

9 八戸工業高等学校 棄権 

順位 高 校 名 タイム 

1 青森山田高等学校 1°12’10 

2 八戸学院光星高等学校 1°19’30 

3 青森東高等学校 1°28’25 

4 八戸西高等学校 1°30’13 

5 青森高等学校 1°37’02 
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（事業実績１２） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  社会教育関係団体活動の支援事業 

区 分 村単独事業 

実 施 根 拠  法令等（社会教育法第５条） 

実 施 概 要  

 
１．目的 
 
 ○東通村連合婦人会：各婦人会の相互の連携と会員の資質向上を図る。 
 ○東通村子ども会育成連合会：各子ども会の相互の連携と指導者の養成確   

保に努める。 
 ○東通村連合ＰＴＡ：小学校と中学校相互の連携を図るためのＰＴＡ活動

を実施。 
 
２．事業の実績 
   団体への助成 

   ○東通村連合婦人会運営費助成   ９０千円 

   ○東通村子ども会育成連合会助成  ９０千円 

   ○東通村連合ＰＴＡ運営費助成   ９０千円 

 

３．事業内容 

   ○東通村連合婦人会 

    ・令和３年 ４月  定例総会（書面開催） 

    ・令和３年１１月  郷土芸能発表会（中止） 

   ○東通村子ども会育成連合会 

    ・令和３年 ５月  定例総会（書面開催） 

    ・令和３年１１月  郷土芸能発表会（中止） 

   ○東通村連合ＰＴＡ 

    ・令和３年 ４月  定例総会 

    ・令和３年７月～８月  夏休み期間中に各地区で巡回指導 

    ・小・中学校の各種行事に参加 
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（事業実績１３） 

所 管 教育総務課 

事 業 名  無形民俗文化財（郷土芸能）の保護・育成事業 

区 分 村単独事業 

実施根拠  東通村教育委員会補助金交付要綱 

実施概要  

 

１．目的 

   国指定及び県指定無形民俗文化財並びに村郷土芸能の保存伝承に努め 

る。 

 

２．事業の実績 

   団体への補助 

   ○東通村郷土芸能保存連合会運営費補助   ２１０千円 

 

３．事業内容 

   令和４年１月  東通村郷土芸能発表会（中止） 

   令和４年２月  通常総会（書面開催） 

 

 

 

 


